
■ • 各部のなまえ 


-図のよラに正しくセットしてください。 

-図は丄タイプ(強乂力/(ーナーが左側のタイプ）です。 - R タイプは強火カノ（ーナーと標準ノ（ーナーが左ち逆になります。 

-下図のパ’ーナーキャップ（強乂カバーナー用）は KGE - S 6 已 OMBK ( MSL ) 丄 /- R でず。八才 ME 巨已 OGF 丄 /- R はパ’ーナー 
キャップが異なります。 （ 「部品の取り付け」参照） 

ごとく ち共通です） L J -グ U ル担がし□ヵバ- 

— — しる受け 
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^電池ケースを引を出し、 

向さを間違えないよラ 
、正し < セットして < ださし、/ 


強火カバーナー用 
点乂□ックつまみ 

わ 



グ1」ルとびら 




(引さ出すと下に下び0まず。） 




グ1」ルとびら取っ手 





•ノ \才1\/1£巨已 OGF 丄 /- R の/ (—ナーキ ヤップ 
(強火カバーナー用） 



バーナーキャップ 
(強火カバーナー用） 


巧 まを上のご注意戀营潑哥©《媛養杉兩 


り〈ま全に正しくお使いいただくために〉 


この取扱説明書および製品への表示では製品を正しくお使いいたださ、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に 
防止するために、いろいろな絵表示をしています。 

その表示と意なは次のようになっています。内容をよく理解してから本文をお読みください。 


A 危険 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死亡、重傷を負ラ危険、または火災の危険が差し迫 
って生じることび想定される内容を示していまず。 

A 警告 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死亡、重傷を負ラ可能性、または火災の可能性び想 
定される内容を示しています。 

A ま居、 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性や物的損害のみの発生び想定され 
る内容を示しています。 


給表示について次のような意味がありまず。 

A 一般的な警 g (S) 火気厳禁 の 

特にま意していただきたいこと、安全のために必ずお守りください。 


I一般的な禁止 


必ず行ぅ (D 接触禁止 ③ 


分解禁止 


A 危険 


■ガス漏れに気づいたときはガス事業者（供給業者） 
の処置が終わるまでの間、絶対に火をつけたり電気 
器具（換気扇その他）のスイッチの入•切や電源プ 
ラグの抜き差しおよび周辺の電話を使用しない 

①すぐに使用をやめ、ガス栓を閉じる。 

また方ーターのガス栓を閉じる。 

(つまみのないガスコンセントの場合は、 

ガスコンセントからソケットをはずす。） 

® 窓や戸を開けガスを外へ出す。 

風をよりのガス事業ち（供給業ち）に連絡する。 




③ガス栓を閉める（ガスコンセントからソケットをはずす） 


A 警告 


■供給ガスと銘板に表示してあるガス種（ガス 
グループ）が合っていることを確認ずる 

供給ガスと一致していない場合、そのまま使用する 
と不完全燃焼により、一酸化炭素中毒になったり、 

爆発着火でやけどをすることがあります。 

供給ガスがわからない場合はお買い求めの販売店、または 
をよりの当社事業所に問い合わせてください。転居された 
とさを、供給ガスの種類が銘板の表示と一致していること 
を確認してください。 



〇 


の乂種（ガスグんープ)ガス種を確認 


り oo - ooo - c ^; 

000 - 000 ^ 


12A 用— 

13A 巧 

0000 kw 

0000 kw 



〈例〉 

(12A.13A の場合 ) 


リン f イ株式会社 


■設置するときは可燃物との距離を確実に離す 

距離が近いと火災の原因になります。（火災予防条例で定められていま 
すので、必ず守ってください）可燃物との距離が守れない場含は必ず別売 
の防熱板を取り付けてください。また表面がステンレス板やタイルの場合 
でも内部が可燃性の場をは必ず防熱板を取り付けてください。防熱板につ 
いてはお買い上げの販売店またはをよりの当社事業所にご連絡くださし、。 

■設置後機器の周囲を改装する場含も可燃物との距離を確 
実に離す 



( 可燃性の壁の場合 ) 


ま全上のご注意戀1?猜哥 6) 《體養心节 


A 警告 


■修理 • 改造は高度な専門知識がお要です 
お客さまご自身では工具を使用して絶対に分解したり修理•改造は行わない 

異甫作動してけびの原因になります。 


の 


I 機器の上や周囲口まペットボトル、調理油、 
スプレー左、カセットコン□用ボンベな 
ど燃えやすいちのを置かないまた機器 
本体の下に新聞紙やビニールシートなど 
の燃えやすいちのを敷かないまた電源 
コードを通さない ^0, 


熱でスプレー宙内の 
圧力び上びり、スプ 
レー击び爆発したり 
义災の原因になりま 
す。 


を 

X 




也^^^ 



ホースエンド 



〇 

確認 


ホい線 


しっかりと止故な 
いとガス漏れの原 
因にな0ます。 

ホースエンド/ゴム哲 



ゴム管止め ( 市販品）差し込む 


■ガス接続□にミちれやゴ三が 
ないよラにする 

ガス漏れの原因になります。 


〇 




Q 




■火がついたまま持ち運ばない 

火災、やけどの原因となります。 


の 


I 地震、火災、または使用中に異常な燃焼、臭気、 
異常音を感じた場合、使用途中で消乂した 
場合はただちに使用を中止し、ガスをを閱 
じる（つまみのないガスコンセントの場合は、 
ガスコンセントか！5ソケットをはずす） 

故障かな？と思っ 
た6に従い処置 
をする。 



脅 


〇 

ガス栓を 

閉める 


①消火 


②ガスおを閉める 


■機器の周囲ではスプレー、ガソリン、ベンジ 
ンなど引义の 
おそれのある 

ものを使用しない’ ジー^,/〇 

引乂に火災の駆]になります。/\ 



■ガスコードを使用する場合は、器具用ス 
リムプラグおよびガスコードの取扱説明 
書に従って接続する 

「ガスコードなどでコンセント接続する場合」 

を参照してください。間違った接続はガス漏れ I 
の原因にな0ます。 

器具用ス 1 」ムプラグ ぉ 3 -，— 

fBD 


I 火をつけたまま離れたり、外出、 

就寝をしない 

調理中のをのび異常過熱し火災の原因になり 
ます。特に天ぷら、揚げちの CXv P 、. り 

をしているとをゃグ I 」ルを使 CO & 

用しているときは、その場を 
離れないで < ださい。離れる 
とさは必ず消火してくださし、。 



■ガス用ゴム管（ソフトコード）はホい線まで 
差し込んでコム管止めでしっかりと止める 


I ガス用ゴム管（ソフトコード）を使用する場 
合は検査合格 マーク または J 旧マークの 入 
つているちのを使用し、ひび割れた 
ゴム管、ちいゴム管は使用しない 

ガス用ゴム管に(外は耐久性に欠けガス 
漏れの原因になります。ビニール管 
は絶対に使用しなし、でください。 

またガス用ゴム管はとさどを 
点検してち < なった場合は取 
り替えてください。 ビニール管 



〇 

ホい線まで 


■ゴム管の継ざたしや 
二又分岐はしない 

ガス漏れの原因になります。 



の 


I ガス用コム管（ソフトコード）、ガスコードは、 
高温部に触れたり、巧れたり、ねじれたりし 
ないようにできるだけ短くして使用する 
また、ガス用ゴム管（ソフトコード）、ガスコ 
ードは機器の下を通したり、グリル排気□や 
炎に近づけないまた、他の機器で加熱さ 
れるよラな所にを通さない 

使用時は周囲び高温に 
なりゴム管びと 
けてガス漏れの 
原因となります。 


■ガスコードの長さが合わない為に高温部に 
触れたり、機器の下をおしたり、機器に軸れ 
たりする場合はガスコードを使用しない 

ガスコードび過熱され、ガス漏れの原因に 
なります。 


(S) 


グリル扫掃□をタオル 、八りな 
ふさんなどでふさがない (\) 


不完全燃焼や义災の原因に 
なります。 


口 


〕| 


5=1=：>- 


■脂の出る料理にはグリル焼網の上や下にア 
ルミはくを敷かない 


I グリルを続けて使用する場合は、そのつど 
グリル皿にたまった脂などを取り除くまた 
使用後ち必ず掃除をする 

グ1」ル皿にたまった脂び過熱さ 
れて発义し、グ I 」ル排気□よ0炎 
び出ることびあります。脂の多 
い調理物（とり肉など）は特にを 
意してください。なおグ U ル皿 

には何ち入れないでください0 、I 脂を取り除く 


アル S はくの上に 
脂がたまり発火する 
原因になります。 



の 


アル S はく 


I グリル皿の中に市販のグリル石、グリル 
シートなどを入れない 

機器の損傷や、たまつた脂び加熱され燃えて 
火災の原因となります。 


の 


■指定 m 外の補助具や大きすぎるなベなどは 
使わない 

コン□をおおラよラな鉄板や直径 34 cm じ(上のなベ、 
焼さ網、たこ焼さ器、アル S は 
く製しる受け皿ごとくのかわ 
りに用いる、いわゆる省エネ 
ごとくなどを使うと異常燃焼し、 

一酸化炭素中毒の原因とな 
ります。また温度センサーが 
正し < 作動せず発火や消火の 
原因にをなります。指定政外 
の補助具を使用した場をの< 

磯器の故障、事故については、 

当社では責任を負しかねます。 



グ I 」ルシート 


■グリル使用前にグリル庫内に食品くずやふ 
きんなどがないことを確認するまたグリ 
ルとび!5に魚などをはさみこんだまま使用 
しない 

食品くずやふさんなどが 
燃えることがあります。 



確認する 


■使用後は消乂を確認しガスをを閉める 

消し忘れによる火災の原因になります。特に 
グ U ルは消し忘 
れをしやすいの 
で、機器から離 み 

れるとさは必ず 
消火してくださ 

し 、0 \①消乂 霞ガス栓を閉める 



を 



ガス栓を 

閉める 


' A 注意 > 

■魚を裏返すときなどは手や腕がグリルとび 

養認ご r し、^^^® 

をすることびぁります。 織 

■グリル皿の持ち運びは‘ 

使用中•使用直後はグ1」ル/ 
皿にたまった脂び高 _」 

温になっています。 — 
こぼすとやけどをす^ 
る原因になります。 

〔いねいに 

^ mm 

接た 

じた ていねいに 

■グリルとび！5取っ手の ^ ^ 

ガラス付近には触れない^^^^;^胃 

使用中、使用直後は高温にし^^ iX 胃 
なっており、やけどをする V 

原因になります。 ^ ^ 

■グリル皿だけを持って本体より取りがさない 

グ U ルとびらが落下し、やけどや \ \ 尸 
けがをすることがあります 。 A A ?w V \J 

必ずグ U ルとびら取っ手を 
持って取り外してください。 

■グリル排気□に手や顔などを 
近づけないまたなベの取っ 
手を扫原□に向けない 

グ I 」ル排気□から高温の排気び出ます。/^: 

やけどやなべの取っ手び過熱され 
取っ手を焼損する原因 L なります。 

■グリルとび！5を開けたまま 
グリルを使用しなぃ 

機器の上部が異帛に _ 

麵され、やけどを 6^ 

する願になります。 vV 

■グリルとび5に重いをのをのせたり、 ^ 
強い力を加えない L V 

グ1」ルとびらがはずれ、けがや機器破損の原因になります。 

■グリル皿の出し入れはゆっくり確実に 

水平にゆっくり出し入れしてください。グ U ルとび6 
を持ち上げたまま引 n (― 

き出すと途ホで止ま 1\~ mm 

5ずに落下し、脂び: -- 一 ( 

こぼれてやけどをす ゅ3<〇 

ることびあります。 1 お実に 

■グリル皿に水を入れないで使用ずる A 

グ U ルを使用するときは、グ U ル皿に水を入れ AA 
ないで使用してください。グ U ル皿が浅くなっ 
ているため、こぼれてやけどをする原因になります。 

■グリル皿を持ち運びする際は、さめてか 
5持ち運ぶ 

使用中、•(輔■をはグ1」ル m び諭にな]て WW 
います。やけどをするおそれびあります。 

■グリル使用時は魚を焼きすざない ^ 

魚に火がつき火災の原因になります。グ U ル庫 (\ 1 
内で魚などが燃えたり、たまった脂に弓1火した 、一 X 
場含は、すぐに操作ボタンを押して消火してください。 


A 迂意 


■熱くなつたグリルとび!5ガラスに水をか 
けない 


ガラスび割れてけびを 
する原因になります。 


妻 の 


■コン□-グリル使用中、使用直後しば！5 
くはトツププレートに触れない 


高温になっていますのでやけどをする 
原因になります。 


の 


■点乂操作時や使用中は 
J てーナー付近に顔を 
近づけ過ぎない 

炎や熱で顔をやけどする 
おそれがあります。 




〇 



■機器を水につけたり、水をかけたりしない 

不完全燃焼 • 故障の恐れがあります。 


Q 


■強い風の吹き込むところには設置しなし 

点义不良や機器内部の損傷、を全装置び 


正しく働かないなどの原因になります。 


■照明器具など樹脂製品の下へ設置しない 

照日月器具のかさなどび変あ' 変色する 
ことびあ0ます。 


Q 


■ごとくをはずしてなべなどを直接^ 
コン□に置いて使用しない (\) 

不完全燃焼や機器焼損の原因になります。 


■幼い子供には触!5せない 

やけどやけびなど思わめ事故の原因に 
なります。 


の 


■鶏肉などの脂のをい食材を焼く時は注意する 

飛び散った脂に引火して、瞬間的にグ U ルの排 
気□か6炎び出る場合びあります。やけどや义 
がなどの原因になります。 


の 


■巧類などの乾燥や練炭の火起しなど調理 L ソ 
がの用途には使用しない 

巧類び落下し义災や過熱 
異常燃焼による 
機器焼損の原因 
になります。 


■使用中、使用直後は操作ボタン • つまみ•グ 
リルとび！5取っ手 L ソ州ま軸れない ^ 

やけどをすることびあります。とくに幼い 


お子様びいる家庭ではごを意ください。 


接触禁止 


■点义操作をしてち点乂しない場合は操作 
ボタンを消火の状態に戻し、周囲のガス 
がなくなってか5再度点火操作をする 

すぐに点义操作をすると周囲のガスに点火 
して、巧服に燃え移ったり、やけどをする 
おそれびあります。 

■パーナーキャップを水洗いしたときは水気 
をじゅラぶん切って 
か！5セットする 

炎□び詰まったまま使用する 

と異常燃焼の原因になります。 レ V ' 水気を切る 


■コン□-グリル使用中は身体の一部やを 
服をバーナー付近やグリル//^ 

排気□に近づけない 

衣服に炎が移ったり、排 
気熱によりやけどをする 
おそれがあります。 



■やかん、なべなどの大きさに含わせて乂 
力を調節する 

火力が強いとやかん、なべ 
などの取っ手が焼損したり、。、 

手に触れるとやけどを 
する原因になります。 



■水平で安定性のよい丈夫な台の上に設置 
ずる 

不安定な所や傾いた所に設置すると機器が mm 

傾いてやけどやけがのおそれがあります。 


■使用中は換気をする 

使用中は窓を開けたり換気扇を回すなど換気を 
してください。換気をしないと不完全燃焼による 
一酸化炭素中毒のおそれがあります。 

ま:ただし、屋内設置で自然排気式給 
湯器およびふろがまを使用している 
場をは換気扇を回さず窓などをあけ 
て換気してください。排気ガスがを流 
することがあります。 



換気をする 



■点検-お手入れの際は必ず手袋を 
して行ラ 

手袋をしないでお手入れすると機器の突 
起物などでけがをすることがあります。 


〇 

必ず手袋をして 
お手入れする 


■棚の下など落下物のを険のある場所 
に機器を設置しない 

機器の上に落ちたものび燃えて、火巧の原因になります。 


の 


■しる受け•バーナーキャップは 
正しくセットずる 

バーナーの 炎 


がしる受けの 
下にをぐり込 I 
むなど火災や 
機器焼損の原 
因になります。 



しる受け 


ノ くーナー本体 


) 天ぷ！5油過熱防止機能付パ’ーナーについて（標準パ’ーナーのみ） 


天ぷら油過熱防止機能とは天ぷら、フライなどの揚げもの調理で、消し忘れなどによる調理 
油の過熱を防止する機能です。温度センサーでなべ底の温度を監視し、調理油が発火する 
温度になる前に自動的にガスを止めます。このとさ、プヴーが鳴ってお知らせします。揚げち 
の調理をされるときは、必ずこの機能のついている標準バーナーを使用してください。使用 
ち法をお守りいただけなければ、調理油の過熱による発火を防止でさないことがあります。 


温度センサー 


A 警告 

■揚げちの調巧をされるときは、必ず標準バーナ 
-(天ぷ5油過熱防止機能付）を使用する A 

強义カバ-ナ-を使用するど肖し就などに WW 

より調理油び発火することびあります。 確認 




※天ぷ6油過熱防止機能びつしているバーナーは上 
図のよラにトツププレートに 
あります。 


a け t め se ろ 


と表示して 


/ 

A 警告 1 

■標準バーナーでは下記のなべなどは使わない 

溫度センヴーびなべ底の温度を正し< 1 」 

検知でさずに、発火や途中消火、機器 nTT 
焼損の原因になります。底が浅く広い "な\べ貞 

なべなどでの油調理は、油の温度が上 び凹白 

がりやすく発火の原因になります。使用しないで < だ— 

■耐熱ガラス容器、±なべなど熱の伝わり 1 
油調理しない 

使用中に発火する恐れがあります。 

ザ V V 节 

DsmmW 上11サ\ビ.郡 U なん:材料 Q 底え饥ぃフフイバン.なへ麵 
の凹己 異物び付着 の重量び 中まなべ- 

し、 300目け下 北京なベ 

こくいもので^ ^ ^ 

■標準/ (ーナー（天ぷ5油過熱防止機自 
付）で使用する調理油の量は 

200 m 似上で行ラ ^ 

調理油の量びはじめからかなかったり、減って 
さたりすると発火することびあります。 密着 

包 

vO 

\調理油の量 
\ 200 mm 上 

la な上 

■温度センサーとなべ底が密着 
しているか確認する 

温度センサーが傾いていたり、 

なべの間にすき間があると、発 AS 
火や途中狱の駆!になります。ス y 

必ず守る J 


' A 注意 ' 

■ミ届度センサーのお手入れはこまめに行 
ラまた上下にスムーズに動くことを 
確認する A 

なべ底に密着しなくなり調理油び発火する mM 
場合びあります。また、動きび悪いとなべ 
などび傾を、お湯などびこ.温度センサー 
ぼれやけどをする原因にち A 。。 

なります。なべの重さは調し/ 

理物を含め300呂な上必要 
です。密着しない場合、点 
検•修理を巧頼してくださ1 
ぃ。 

■温度センサーに強い 六 

誤ク篇新0 

なべ底にセンサ-が密着し 

なくなり、調顆由が発火すん^^^^^^^^" 

る場合びあります。 

■標準/てーナー历ぷ!5油過熱防止機自附）では、 
中華なベ用補助ごとく（別売）を使用しない 

なべ底に温度センサーが密着しな<なり、 \ 

調理油が発火する場含があります。 


• コン□バーナーの上で魚焼き•鉄板焼きなどをすると、トッププレートやごとく -しる受けの色が変わるこ 
とがありまず。またトッププレートのフッ素コートがはがれたりしますのでしないでください。 

■なべの種類によっては、傾いたり、すべりやすいちのがあります。不安定な状態で使わないでください。中 
華なベなど底の丸いなべは、必ず取っ手を持ちなが6調理してください。 

• 煮こぼれをさせると機器を早くいためますので、煮こぼれさせた場含は機器がさめてか5できる限り早くふ 
さとってぐださい。 

• みそ汁を温めなおずときは乂力を弱めにして、よくかき混ぜなが5温めてください。強乂で急に温めなおす 
となべ底にミ尤んだみそが突然噴き上がり、みそ汁が辦びちったり、なべがはねあがってひっくりかえること 
があります。特に、だし入り豆みそ（ホみそなど）に注意してください。 

•炎の熱や、煮こぼれなどによりバーナー本体が変色することがありますが、使用上問題ありません。 

• もちは、グリルで乂力を絞ってようすをみなが5焼いてください。短い時間で焼けるのでま意してくださし、。 
•弱火は乂力を小さくしぼれるよラにしていまず。消し忘れにま意してください。 

• 調理中になべをのせかえる時は、一旦乂を消してか5のせかえる。 


巧 機器の設置 


設置 前の準備と確 


♦型式の呼び' ガス種 
てあ0ます。 

♦機器鈴板のガス種（ガスグル 
確認します。 

♦輸送のためを部分にあて紙や包装部がびありますので全部取り 
除いて < ださい。 


製造年月は、機器ち側面の鈴板に表示し 
プ）と供給ガスび合っているか 


ガス種（ガスグルース 


型式の呼口 


-^000-000-03 C 12A-13A 


000-000 


都巿ガス 


12A 用 

13A 用 

0000 

0000 


製造年ち. 

く例〉 

(12八.13八の場合）- 


-►を〇二な〇〇〇〇〇〇 


設置場所および周囲の防乂措置 


設置場所 

•強い風の吹さ化まない場所-丈夫で水平な場所 
•付近にカーテンなど燃えやすいちのがない場所 
•機器の上に湯沸し器のない場所 
•機器を使用した場合ガス栓が加熱されない場所 
•落下物の危険のない場所 
•機器の上に樹脂製の照明器具のない場所 
•周囲に可燃物（木製の壁•モルタル、タイル、ステンレスなど 
を張り付けた壁’たななど）のある場合 
-トッププレートより上の側面および後励ま1已 cmi ； Lb 、 上部はトッププレート上面より]日日 cm 政上離す。 
-上記の距離がたをてない場をは壁面に別売の防熱板を取り付けて設置する。 



防熱ホ反について 

(後壁用防熱板） 

旧己 - 60B| ~~I 

幅邮 0 X 高さ己5日 
X 厚み 19 mm 


(天井用防熱板） 


(天井用防熱板） 


1 oniU 上の空間 




(流し台•調理台用防熱板） 
{RB-50S] 

幅 40 X 高さ1日 0 X 與行己00 
X 厚み 19 mm 

1 on け上の空間 


調理台、流し台の側面、 
上面び可燃性でトップ 
プレートより高い場合 


参側面専用防熱板 

※機器と壁とのすさまびな 
い場合、この防熱板を機 
器本体に取り付けて使用 
でをます。 


L I 


防熱板についてはお買い上げの販売店 
またはちよりの当社事業所にお問い合 
わせ < ださい。 

指定の防熱板切外は使用しないでくだ 
さい。 


ゴム管（ソフトコード）の接続 


ガス用ゴム管くソフトコード> (内径目.己にマーク入り）を用い、折れたり、 
ねじれたりしないようにしてガス栓と機器のホースエンドとを接続します。にの 
政下で適当にゆとりをちたせる。）このとさゴム管はホい線までしっかりと差し 
込み、ゴム管止めで固定してください。また機器に触れないようにして接続します。 
※ガス用ゴム管くソフトコード〉を接続する前に必ずホースエンドキャップ 
を外してください。 

ガス栓を開け、接続部からガスの臭いがしないことを確かめ、ガス栓を閉める。 



□ 


ガスコードなどでコンセント接続する場合 


ガス機器側の接続 


機器のホースエンドをコンセント化してガスコードでコンセント接続する場合 


機器のホースエンド 
ホい線 

□5 ィ 


器具用ス U ムプラグ 
(別売品） 


器具巧ソケット 

ガスコード 



左図のように、まず別売の器具用ス U ムプラグを捆包 
台紙の裏面に記載してある取扱説明に従って機器のホ 
ースエンドに取付け、なにガスコードの器具用ソケッ 
卜を器具用ス U ムプラグに"カチッ"と音がするまで 
押し込みます。 


ガス柱側の接続 


(ガス柱がガステーブル用であることを確認してください。） 


①ガス栓を開けるとき 
コンセント継手を"カチッ"と音が 
するまで確実に差し込む 

•コンセント継手を差し込むとガスを 
が開さます。 






©ガス栓を閉めるとき 

コンセント継手のすべり U ング（白 
色）を手前に引く 

•コンセント継手がはずれるとガスを 
が閉まりまず。 

ガスコード接続する場台は、ガスを側がカチットプラグになっていないと接続できません。従来のガスおでご使用 
ずる場含は、別売のホースガス检用プラグが必要です。 

機器を接続するガス樹ま、必ずガステーブルコン□用をご使用ください。 


ガスコンセントについて 

『ガスコンセント』は、ガスコード 
などを取付けると自動的に開桂し、 
取外ずと自動的に閉おします。 


部品の取り付け 


□ 

パーナーキャップ 


「▼」印を手前、凸形状部を奥側にして、 

ノ（ーナーキ ヤツ プ裏面の凸部をノ（ーナー 
本体の凹部に正し<はめ込み、必ず正常 
に燃焼していることを確認する。 
※バーナーキャップが浮いたり傾いたり 
していると点火不良や炎が不ぞろいに 
なったり異常燃焼などが起こる場をを 
あります。 


♦ふたを開ける 
ふたのも瑜を 
押します。 



♦取り付ける差し込む 
"カチツ"と 
音びするまで 
差し込みます。 


巧す 



♦取りはずす 
る麵にある0、た 
を巧します。 




凸形状部 



凸形状部 



凸形状部 


(機器正面側） 


(強火カバーナ ー） 


KGE-S 白日 OMBK-L/-R、 
KGE-S6 日 OMSL-L/-R の場合 


(強火カバーナー） 

} 、才 ME6 已 OGF-L/-R の場合 


(標準バーナ ー) 


ごと< 


しる受け 



切込み部 


強火カ バーナー 用 


ごとくは▲印を前後にし、ツメ （2 力所） 

しる受けは、切込み部が奥になるよラにをトッププレートの巧に含わせ、がたつさ 
して正しくはめ込み、浮さ、傾きのないがないよラにセットしてください。 

ようにセットしてください。強火カバー 
ナー用 （「 H 」 刻印表示）と標準バーナ 
一用（刻印表示なし）の2種類がありま 
ぉ準バ^ナ^帛すので、まちがえないようにセットして 
" <ださい。 



A 迂意 




•! (-ナーキャップ • しる受けは確実に取り付ける^ 

しる受けやノ（ーナーキャップを正しく取り付けないと、点火し(\) 
なかったり、炎のふぞろいや逆火を起こしたり、また、器具の中 
に炎がちぐりこんで危険です。 



バーナーキャップの浮を 


しる受けの傾をや裏返し 

誤ったセツトの例 


バーナーキヤップの裏返し 




単1お乾電池2個（付属品） 

~ ( 乾電池のセツトのしかた> 


※電池交換は、機器本体が 
冷えてから行ってください 



©乾電池の®側 
をす刖にして 



@電池ケース 
を奥までし 
つか0押し 





(お願い）電池ケースは途中で止まり、取りはずせない構造になってい 
ます。無理に引っ張6ないでください。 


トッププレート 

バーナーキャップは消耗品でず。 
薄くなったり変おして炎が不ぞろ 
し、になった場含は交換が必要でず。 
お買い上げの販売店またはもより 
の当社事業所へご相談ください。 

電池ケースに水などの異物が入っ 
た場含、電池接触不良の原因とな 
りますので、ふさとってされいに 
して < ださい。 

乾電池の寿命は、乾電池の種類に 
よっても異なりまずが、通常約1 
年を目まにしてください。乾電池 
は必ず吕個とも同種類の新品の乾 
電池をご使用ください。 

付属の乾電池は工場出巧時に納め 
5れたもので自然放電のため寿命 
び短くなっている場含がありまず。 










































































































































































































































































































































































































































































































Cf 巧いかた 


点义•义力調節•消乂のしかた） でく だホい。 一 ゎ-《^化ボか， 


_ でください。 

前面 J (ネルにゾ 巧げをの田 または I 畳’雙と表示してあるのが標準 J トナ 己 

—(天ぶ6ミ由過熱防止機能付）用の操作ボタンでず。(強 X かと表ちしてあ 
るのび強火カバーナー用の操作ボタン、り?5劲または a と表示してあ 
るのびグ U ル用の操作ボタンでず。必ず表示をお認してか5点义してくだ 
さい。点乂□ックは幼いお子様のいたず5防止や使用しなし化きのために 


左コン□用操作ボタン 
一名- C r ~^ Q ? 



-左コン□用点火□ックつまみ 


ちコン□•グ I 」ル巧 
点火□ックつまみ 


操作ボタンを作動させない機構でず。 


〇準 

©点 


備 


义 



ガス栓を 
開さます。 


解除^^^ I 

年1=1ぶ- 


□ックの矢印と 
I 反対にスライド 
させ点火□ック 
□ツク►-を解除します。 


♦操作ボタンをいっぱいまで巧ず。 



グ1」ルを使用す 
る場合は、グ U 
ル皿に水を入れ 
ないで使用する 


コン □ 




途中で操作ボタンから手を離すと点火しません。 

•バーナーへ乂移りしたことを確かめてか5数秒間（立消え安全装置が働くま 
で）そのまま押し続ける。 

-火力調節つまみの位置が「弱」のとき操作ボタンを押すと「強」のち向に移動します。 
•点火時は全バーナーとグ1」ルが同時に「パチパチ」と放電する構造ですので 
異常ではありません。 


A ミ主意 


■万一、点火しないときは操作ボタンを一 
旦消火の状態に戻し、周囲のガスびなく 
なつてか5再度点火操作をしてください。 


@义力調節… 


•乂力調節つまみを左ちにゆっくりスライドさせ乂力を調節する。 

-(グリル）焼き具をは火力の強-謂で調節してください。 

•(コン □) 点乂した時や弱火にした時、強火カバーナーのバーナーキャップ 
上面のルさい丸巧から出ている火が消えることがありますが、異常で 
はありません。また、急激な操作をすると消火する場合があります。 


©消义 



•操作ボタンを巧して消火ずる。 
•必ず乂が消えたことを確認する。 



•幼いお子様のいたず5による乂災防止やガス漏れ防止のため、 
機器か5離れるときは念のためお部屋のガスおを閉め、点乂〇 
ックをしてぐださい。 

-コン□パーナーは消乂時にボンという音がする場含がありまずが、 
これは乂が消えた時の音で異常ではありません。（コン□バーナ 
—に風が当たるような場含は、ボンという音がしやすくなりまず。） 



»天ぷ日油過熱防止機能（標準バーナーのみ) 


調理油の量 

2日日 mG 政上で使用してください。かないと発火する 
ことがあります。 

温度センヴーに適したなべ 


ひ適する X :適さない(温度を正しく 

検巧しない場合あり) 

なべの種類 

{揚!巧の貼.) 


アルミ•銅 

底の平らなアル呈製中華なベ 

〇 

〇 

鉄•ホー □ —若^^ っ 

底の平6な鉄製中華なべ^^ "Q 

〇 

〇 

ステンレス*^ g <3 

〇 

〇 


X 

〇 

圧力なベ 

X 

〇《2 

!驚う 巧 巧 

〇 

〇 


油の温度が上がりやすいのでま意する 
《2但し、消火する場合があります 


なべの重さとのせかた 

なべの重さは調理物の重さを含 
め300呂政上必要です。できる 
だけ底が平らな金属製のなべを 
使い、なべ底の中むが温度セン 
サー頭部に密着するよう、正しくセットしてください。また、 
安定性の悪いなべは使用しないでください。 



密着 


温度センサー 


〇 

なべ底と温度 
センサーの密 
着を確認 


このような調理には、 

強乂カバーナーをお使いください 
•標準/ (—ナー历ふち油過熱防止機能付）は、 
温度センサーが高い温度になったときや温 
度センサーがをたくなりすざる場合、自動消 
义することがありますので次のよラな調理に 
は強火カバーナーをお使いください 

-焼をちの料理やげめちの料理 
お好み焼を.ホイルのつつみ焼を-ポークソテー • 
ソーセージなど、か6焼さに近くなる調®で高温を 
必要とする場合。 

-容器ごとまらせた;令凍食品の加熱/うどん-そばな 
どのなベ付をの;令ま食品をあたためる場合。 

- ij: 少りちの/ゴマ-大豆などを炒る場合。 


g ) 自動判別モード(標準バ-卜のみ^ i ) コン□消し忘れタイマー(標準パ’ーナーのみ)^ 


自動判別モードでは、機器が自動的に料理の種 
類を判別し、焦げつきがひどくなる前に自動消 
火したり、天ぷ6油が発火する前に自動消火す 
る機能が働きます。 


消し忘れを防止するために、点火してからの連続使用 
時間を判断して、約2時間たつと自動消火し、同時にブ 
ヴーで r ピー」と]回鳴ってお知らせする機能です。 
•コン□消し忘れタイマーが作動した5 
すぐに操作ボタンを巧し消火の状態にしてください。 
•点乂するとき は/再度点火操作を巧ってください。 


(標準バーナ-の攝合) 



り 焦げつを消乂機能 (標準バーナーのみ) 


煮をのなどで水分がな < なり、なべ底が焦げつさはじめたら自動消火し、同時にブヴーで「ピー」と已回鳴ってお知らせする機能です。 
♦焦げつき消乂機能が作動した5/ すぐに操作ボタンを巧して消火の状態にしてください。 

•再度点乂するとき は/焦げつさやすくなるので、よラすを見ながら煮こんでください。 



煮ちの、再加熱ずるとき 

•カラメル、みその加熱など、水分のかない調理は、ひどく焦げつくことがありますので注意してくださし、 
•火力を中乂や弱乂にして使用した場含、調理によっては消乂機能が作動して途中消乂ずる場含があります。 
このような場含は再度点乂してご使用ください。 

•±なべを使用した場含、弱乂か5中乂にずると消乂することがあります。このよラな場含は再度点乂し、 
中火にしてようすを見なが5行ってください。放置しますとひど<焦げつくことがあります。 

•カレーやシチューなどとろみのある料理や煮ものなどを再加熱するときは、水を加え、弱乂でようすを見 
なが5行ってください。放置しまずとひど<焦げつくことがあります。 


C グ U ルつ 


本機器はグI」ル皿に水を入れる必要がないタイプです。グI」ル皿に水を入れないで使用してくださ 
し、。水を入れて使用するとグ U ル皿が浅<なっているため、こぼれてやけどをする原因になります。 


1) グリルを使用する前に Vi ) グリル消し忘れタイマー 


はじめて使用ずるとをはか5焼をが必要 

工場出荷時の加工油を焼ききるため約已分か6焼 
さをしてください。このとさ、煙がでますが異常 
ではありません。 


り グリルお知日せ ブザー 


グ U ルを点火後、約3分ごとにプヴーが「ピピツ」 
と]回鳴り、グ U ルを使用中であることをお知6 
せします。（調理時間の目安としてをお使いいた 
だけます） 


約1目分(グ I 」ルの場合） 


消し忘れを防止するために、点火してからの 
連続使用時間を判断して、約18分たつと自動 
消火し、同時にブヴーで「ピー」と]回鳴って 
お知らせする機能です。 

•グリル消し忘れタイマーが作動した5 
すぐに操作ボタンを押し消火の状態にしてください。 

•再度点乂するとをは/ グ U ル皿にたまった脂などを掃除して再 
度点火操作を行って < ださい。 




調理物（魚など）の種類によつロホ、グリル消し忘れタイ 
マーが作動する前に発乂ずることがありまずので、機器 
か5離れないようにし、焼きずざに注意してください。 


りグリルで上手に焼くには 


下ごし！5え 

•冷凍の魚は、しっかり解凍してから焼きます。解凍していない 
と時間がかかり、安全機能が作動することがあります。 

•魚は水洗いしたら、よく水気をふさ取る。 

•みそ漬けや粗漬けは、みそや粗をよくふき取ってから焼きます。 
•たれつさのつけ焼さや下味をつけた魚などは、焦げやすいので、 
弱火でゆっくりと焼いてください。 

予熱が必要 

あらかじめ3〜4分予熱しておくとされいに焼さあがります。ただ 
し、こげつさやすいちのや、火の通りの悪い身の厚い魚などは、 
予熱せずにそのまま焼いてくださし、。 


魚の尾やヒレは？ 

こばやすい魚の尾やヒレは 
アルミはくで包んだり、厚饭 
に塩を讯りかけたりします。 


アルミはく 



グリル焼網に油を塗って予熱を 


あらかじめ、グ U ル焼網に 
油をラすく塗り、3〜4分予 
熱します。焼き上がり後、 
材料がグ U ル焼網に付着し 
にくく、取り出しやすくな 
ります。 



) グリル皿の出し入れ 


グリル焼網のセット グリル皿のセット 


グI」ル焼網の凸部をグ U ル 
皿の長巧に®実にセットし 
ふ9 〇 

凸部 



グI」ル皿受けの凸部をグ 
IJ ル皿奥側にある左ちの 
長巧に差し入れてセット 
します。 



0ま用中に消义したとをは^ 


天ぷ5油過熱防止機能が作動(標準バーナーのみ) 


消し忘れなどによって起こる調理油の異常過熱時に自動 
消火します。 

※消火と同時にブヴーが「ピ ー 」と己回鳴ってお知らせします。 

•すぐに操作ボタンを巧し消乂の状態にずる。 

•再度点乂するときは 

※なべや油が相当熱くなっていますので、やけどにじ 
ゆうぶんミ主意して、水を入れたなべや水に浸した巧 
などで温度センサーを冷してから点火する。 


消し忘れタイマーが作動(標準パ‘-ナ-.グ U ルのみ) 


消し忘れを防止するために、点火してから連続使用時間 
を判断して、一定時間政上になると自動消火します。（標 
準バーナー約2時間-グ U ル約18分） 

※消火と同時にブヴーが「ピー」と1回鳴ってお知らせします。 

•すぐに操作ボタンを巧し消乂の状態にする。 


焦げつき消义機能び作動 (標準パーナーのみ) 


煮物などで水分がな<なり、なべの底が焦げつさはじ饭 
たら自動消火します。 

※消火と同時にブヴーが「ピー」と己回鳴ってお知らせします。 

•すぐに操作ボタンを巧し消乂の状態にする。 


引を出すとを 

グ U ルとび6を止まるところまでい 
っぱいに引さ出すと、グ U ルとびら 
だけが下がり、焼さ物の出し入れ確 
認が簡単に行えます。 



取り出すとき 

グ U ル皿を取り出すとさは、グリル 
とびらを止まるところまでいっぱい 
に引き出してから、そのまま持ち上 
げて取り出します。 



持ち運ぶとき 

グ U ルとび6取っ手を両手でしっかりと 
持ち、 ？J< 平にゆっくり持ち運/ U でください。 



乾電池が消耗（標華パ’ーナー.グ U ルのみ) 


乾電池の容量がかな<なった場合、自動消火します。 
※消火と同時にプヴーが「ピー」と3回鳴ってお知らせします。 

•すぐに操作ボタンを押し消火の状態にする。 

♦乾電池を交換してください。 


立消えを全装置び作動 


煮こぼれなどで火が消えると、ガスを自動的に止めます。 
(ガスが止まるまでかし時間がかかります。） 

※消火と同時にプヴーが「ピー」と3回鳴ってお知6せし 
ます。（標準バーナー-グ U ルのみ） 

•すぐに操作ボタンを巧し消火の状態にずる。 

•再度点乂するときは 

※周囲にガスがなくなったことを確認して、立消え安 
全装置（炎検知部）の巧れをふさとってか6点火する。 


• • 立消えま全装置（炎検知部）に水滴や煮こぼれ 
がつくと、点乂しに< くなった M 養 
りします。水滴や煮こぼれ 
はふさとって < ださい。 

-立消え安全装置（炎検知部）に硬 
いちのをぶつけないでぐださい。 

まがったり、変おし点火しにくくな -XX な肖ぇ安全装 e 
つたりしまず。 )' '(炎検知部） 



電池交換 サイン （乾電池の交換時期をランプにてお知！5せします。） 


■この機器は天ぷら油過熱防止機能などの制御や消し忘れタイマーの制御をするために乾電池を 
使用しています。 

■乾電池の交換時期をお知らせする電池交換サインがついています。 

•点滅……新しい乾電池を用意して<ださい。 

•点な……新しい乾電池と交換して<ださい。 

電池交換サインが点灯すると標準バーナーとグリルは、使用できなくなります。操作 
ボタンを押し点火してを、安全のため手を離すと消火するよラになります。電池交換 
サインが点灯した6新しい乾電池と交換してください。 

※強火カバーナーは「パチパチ」と放電すれば使用でさます。 



• 乾電池は単1お乾電池をご使用ください。 

•乾電池が正しくセツトされていなかったり、乾電池の容量が全くなくなったときは、 
点巧しません。 



N 


ノ 


巧 巧障かな？とおった S 


調べてみると故障でない場合が 
よくあります。修理を依頼する 
前に、をう一度チェックしてく 
ださい。 


A 警告 


■使用中に異常を感じたときは 
すぐに使用を中止する 

あわてずガス栓を閉めてください。 


〇 

ガス栓を閉める 


現 

象 

原因 処置 

•点义しない 

•点义しにくし、 

•点义してもずぐ消える 

ガス栓の開を忘れ 

お部屋のガス栓を全開にして<ださい。 

LP ガスがな<な0かけている 

新しいボンベに交換してください。 

ノ（ーナーキャップの取付け不良 

浮を、傾きのないよラに正しくセットしてください。 

しる受けの取付け不良 

正しくセットしてください。 

アル S はく製しる受け皿を使巧している 

アル S はく製しる受け皿を使用しないでください。 

乾電池が入っていない、または正しくセ 
ットされていない 

©、©を確認して正しくセットしてください。 

乾電池が消耗している 

新しい乾電池と交撰してください。 

ノ（ーナーキャップの炎口部む';水滴でふさ 
びってし、る 

炎口部の水滴をふきとつてくださし、。 

点火プラグ•立消え安全装置（炎検知部） 
び城れた0、巧れた0してし、る 

点火プラグ•立消え安全装置（炎検知部）のお手 
入れをして <ださい。 

操作ボタンの押し不十分 

操作ボタンを強めに押し、数秒間押し続けてくださし、 

ゴム管の中に空気び残っている 

点火操作を繰0返してください。 

※はじめての場合は点火するまでしば！5< 時間びかかります。 

ノ（ーナーキャップの炎□づまり 

炎口を掃除してください。 

ゴム管の折れ曲び0、つぶれ 

ゴム管の折れ曲がり、つぶれを直してください。 

•がび安定しない 
-異常音をたてて燃える 
•爆発的に点乂する 
•なべにススび巧着する 
•使巧中、炎び消える 

ノ（ーナーキャップの取付け不良 

浮を、傾きのないよラに正しくセットしてください。 

ノ（ーナーキャップの炎□づまり 

炎口を掃除してください。 

立消え安全装置（炎検知部）び城れたり、 
ミちれた0してし、る 

立消え安全装置（炎検知部）のお手入れをしてく 
ださい。 

•ガスの臭いびずる 

ゴム管がひび割れたり、巧びあいている 

ガスをを閉め、新しいゴム管と交換してください。 

ゴム管が確実に接続されていない 

ゴム管を確実に接続してください。 

標準バーナ ー( 温度セン 
ヴー付)使用中 
•調理中に自動消义ずる 
•油ミ品び高くなつてを自 
動消义しない 
•点义してもずぐ消える 

使用なベの形状•材質が適していない 

r 温度センサーに適したなべ」を参照してください。 

なべ底や温度センサーの頭部の巧れ 

なべ底や温度センサーを掃除してください。 

なべ底が凹凸している 

底が平5な金属製のなべにして < ださい。 

なべが焦げついたり、油の温度が高くな 
ってい吝 

水を入れたなべや水に浸した巧などで温度センサ 
一を冷やしてください。 

乾電池が入っていない、または正しくセ 
ットされていない 

0. ©を確認して正しくセットしてください。 

乾電池が消耗している 

新しい乾電池と交換してください。 

調理中に 
消火ずる 

標準バーナー’ 
グリル 

消し忘れタイマーの作動（標準バーナ 
一 約2時間-グ U ル約18分） 

続けて使用する場合は再点火してください。 

ブザー音 

ピ ー X 1回 

消し忘れタイマーの作動（標準バーナ 
一 約2時間-グ U ル約18分） 

続けて使用する場合は再点火してください。 

ピー X 3 回 

標準バーナー-グ U ル使用中立消え安 
全装置び作動 

「立消え安全装置が作動」を参照してください。 

乾電池が消耗している 

新しい乾電池と交換してください。 

ピー X 已回 

焦げつさ消火機能、天ぷら油過熱防止 
機能作動（標準バーナー） 

続けて使用ずる場合は、やけどにミち意して再点火 
して < ださい。 

ピー連続 

温度センサーまたは電子ユニットの故障 

ガス检を閉奴、使用を中止し、点検•修理を依頼 
して < ださい。 


なお、異常のあるときやおねかりにな6ないときは、お買い上げの販売店またはもよりの当社事業所にご連絡ください。 
不完全な処置は事故のをとになります。 


" こんなとをは異常ではありません ^ 

点火しにくい 

朝一番で使用するとさやはじめて使用するとさは、ゴム管内に空気が入っていて点火 
しにくいことがあります。点火操作を繰り返してください。 

点火•消火の時、音がする 

点火時 • 消火時に r ポン」といラ音がすることがありますが、これは点火音、消火音で異常 
ではありません。（消火時にはしば6くしてから音がする場合もあります。また、コン□バ 
ーナーに風が当たるような場合は、消火時に r ポン」という音がしやすくなります。） 

炎がホい 

グ1」ル使用時にコン□を使用すると焼さ物の塩分（ナトリウム）や水中に溶解している力 
ルシウムなどが燃焼して炎が赤 < なることがありますが異常ではありません。また加湿器 
を使用している場合にも同様に水分中のカルシウムにより炎が赤くなることがあります。 

炎が巧一でない 

バーナーの炎は、立消え安全装置（炎検知部）、ごと<部分などで炎が短<なってい 
ます。異常ではありません。 

使用中「シャー」といラ音がする 

燃焼に必要な空気が通過する音で、異常ではあ0ません。 

点义後や消义後にキシミ音がでる 

加熱や冷却される際に、金属が膨張-収縮して起こる音です。 

! f ーナー本体（ステンレス 
^製）やごとくが変色する 

炎の熱や煮こぼれにより、バーナー本体が変色したり、ごとくが白くざらざらになる 
ことがありますが、使用上問題ありません。 J 


巧 お手入れのしかた 


曰常の点検 

•機器周辺に燃えやすいをのが置いてありませんか。 

•バーナーキャップ、しる受けなどは正しくセットされていますか。 

•グ U ル皿に脂がたまっていませんか。 

•ゴム管の接続は確実ですか。 

•ゴム管は傷んでいませんか。 

•立消え安全装置（炎検知部）が巧れていませんか。 

•バーナーの炎□が煮汁などでつまっていませんか。 

• 点検-お手入れの前には、必ずガス栓を閉めて機器が;ちえてか5行ってください。 
•けがをしないよラに手袋などをはめて巧ってください。また、各部品の突起物にはま 
意し、強く当た6ないよう気を付けてください。けがをすることがありまず。 

• 機器本体に水をかけたり、丸洗いしないでください。 

•ご使用上ま障がない場含でも、不慮の事故を防ざ、ちむしてより長くご使用いただく 
ために、年1回程度の定期点検をおすすめします。 
^^定期点検を受ける巧が不明の場含や、点検費用などについてはお買い上げの販売店ま 
たはちよりのガス事業者にお問い含せください。 

グリル皿•グリルとび!5 •グリル焼網 

■使用後そのつど台所用中性洗剤（野菜•食器洗い用）を含ませたスポンジたわし 
でお手入れをする。（取りはずしてお手入れができます。）巧れが落ちにくい場 
をは、台所用中性洗剤や水でミちれた部分をしめらせ、しばらくしてか6スポンジ 
ややわ6かい布で拭き取ってくださし、。 


>グリル皿の取り付け 

グ U ル皿受けの凸部をグ U ル皿 
奥側にある左ちの長巧に確実に 

し、れ る。グ I 」ル皿長巧 


凸部 


グ IJ ル皿受け 


>グリルとび5の取りはずしかた 

1. 押さえ y くネを ♦ ® の方向に下げる。 

2. グ U ルとびらを y® のち向にたおす。 




グ IJ ルとびら 


•グリルとび5の取り付けかた 

1. グ U ル皿受けのツ;><2力所をグ U ルとび 
らの角巧には饭込む。 

2. ソの方向にグ U ルとびらを回転させる。 

押さえバネがグ U ル皿 

受けに確実に 

はまって グリル 

皿受け 


角巧 



グ U ルとびら 


• •グリル皿は、ミちれたま 
ま使用しますと、こび 
りついた脂ミちれがとれ 
にくくなりシミが残っ 
たり、発火することが 
あります。 いるか確 

-押さえバネには必要！;(上に力を 認する。 

加えないでください。変おして 
グリルとび5が正しく取り付け 
6れな < なることがありまず。 

•グリル皿はク U アコート加工されており、台所用中性洗剤（野菓•食器洗い用） 
む外の洗剤-みがき粉-硬いちのでお手入れをすると、クリアコートがはがれたり、 
シミ•変色の原因となりますので使用しないでください。 

-食器洗い乾燥機で酸性やアルカリ性洗剤を使ってグリル皿を洗淨すると、変色や 
クリアコートのはがれの原因になります。必ず中性洗剤を使用するか、洗剤なし 
で洗浄して < ださい。 

グリルとび5ガラス 

※巧れたらそのつどやわらかい巧でふき、お手入れをする。 

•ミちれが落ちにくいときは、台所用中性洗剤（野菜•食器洗い用）で巧れた部分を 
湿6せておき、水を含んだ布でふきとる。 


パ’ーナーキャップ 

目詰りしていた6、炎口をブラ 
シや針金などで掃除をする。 

お手入れ後は正しくセットし、 
正常に燃焼することを確認して 
<ださい。 



• ’八ーナーキャップの 
表面（黒い部分）を台 
所用中性洗剤（野菓- 
食器洗い用）！; i 外の 
洗剤でお手入れをすると黒い部 
分がはがれることがありまず。 
万一はがれた場含でちそのまま 
ご使用いただいて問題ありませ 

•煮こぼれしたときは、必ずお手 
入れしてください。 


I 使ってよいちの I 

か鑛 


確認 

やわらかい 

布 


スポンジたねし 


台所巧中性洗剤 
(野菜•食器洗い巧） 


機器表面 

♦台所用中性洗剤（野菜-食器洗い用）を含ませたスポンジたわし-やわらかい巧でふき、お 
手入れ後は乾いた巧で水気をふきとる。 




[使つてはいけないもの 


(S) 

養 

金属たわし 


ナイ□ン 
たねし 

■LJ 


亀の子たわし 


S ガキ粉スフし洗剤 


アルカ U 性洗剤 


圆 


シンナー 
ベンジン 



ごとく / / 


-スプレー式洗剤は使用しないでください。機器前面などか6内部へ洗剤が入り 
ますと電子基板の誤作動や部品の腐食などにより機器が損傷する場合がありまず。 

-印刷-塗装面にはミガキ粉-金属たわしなど硬いものは使わないでください。 
表面にキズがつきまず。 

ごとく •しる受け•グリル排気 II ^ A ’一 

使用後そのつど台所用中性洗剤（野菓•食器洗い用）をきませたスポンジたわし 
でお手入れをする。（お手入れをしないとよごれが焼きつくことがあるので、こ 
ま饭にお手入れしてください。） 




みがき粉-硬いものでお手入れをすると、ガラスに傷がつき割れる原因 
になりまずので使用しないでください。 



「こげつを等により、特に巧れが落ちにくい場合 I 

-台所用中性洗剤を混ぜた水を含ませた紙や布で湿らせ、そのまま置いておいたり、 
またつけ置さしておくと汚れが浮さあがってさます。また、煮洗いするとさらに 
ミちれを落としやす<なります。最後に水洗いし、水気をふさ取ります。 

I それでちミちれがとれない場合は、下の方法でミちれを落とじます J 

※ただし、これらは基本的には使っていけないをので、表面にキズがついたり、変 
色-変質することがあります。目立たない部分で試してからお使いください。 

•重曹を水でめらしたスポンジや歯ブラシにつけて、巧れを落とします。また、重 
曹を溶かした水につけ置きした後、巧れを落とします。それでちミちれがとれない 
場をは、そのまま3日分ほど煮込むと巧れを落としやすくなります。残った巧れは、 
割ばしやへラを使ってこすり落とします。その後水洗いします。 

-弱アルカ U 性洗剤-歯みがさ粉-ク U —ムクレンヴーをスポンジにつけて、巧れ 
を落とします。 

• ごとく -しる受けはホー□一仕上げです。変色やはがれがあっても性 
能に影響はありません。再購入をご希望の際は〇交換部品の項を参 
照願いまず。 

立消え安全装置（炎検知部）•点乂プラグ•溫度センヴー 

-ミちれや水気をやわ6かい歯ブラシなどで落とす。（巧 
れや水気が付いていると点火しにくくなります。） 

-温度センサーをお手入れするときは、温度センサー 
に片手を添えて、かたくしぼった巧で温度センサー 
の頭部および側面のちれをふきとってください。 


温度センサー 


やわらかい歯ブラシ 




点义プラグ 


装置 


硬いブラシでお手入れをしたり、立消え安 
全装置（炎検知部）•点乂プラグ•温度セン 
ヴーを傾けたりしないでください。点乂不良や立消えの原因になります。 


※上記イラストは 

KGE - S 6 己 OMBK ( MSL ) 丄を示す。 


トッププレート 

※ミちれたらそのつどやわらかい巧でふきお手入れをする。巧れたまま放置するとシミがのこる原 
因となります。 

•巧れが落ちに < いとさは、台所用中性洗剤性?菓•食器洗い用）で巧れた部分を湿6せておさ、 
水を含んだ巧で讯さとる。 

• トッププレートを台所用中性洗剤（野栗•食器洗い用）がの洗剤やみがき粉- 
硬いものでお手入れをすると、フッ素コートがはがれたりシ S • 変色の原因とな 
りますので使用しないでください。 

•長期間使用ずるとフッ素コートが変色することがありますが、効果には影響ありません。 

• トッププレートにはま全に関するま意ラベルが張り付けてあります。ミちれたり読 
めなくなったときはやわ5かい巧などでミちれをふきとってください。また、お手 
入れの際にははがれないようにご注意ください。もしはがれたり読めなくなった 
場含は、お買い上げの販売店またはもよりの当社事業所で新しいラベルを再購入 
のうえ、張り替えてください。 


>屋 交換部品(お客様口取り替え可能な消總耐 


参お買い上げの販売店またはちよりの当社事業所にお問い合わせください。 


交換部品 


希望ル売価格（税込） 

部品番号 

パーナー 
キャップ 

(強义カバーナー用） 

KGE - S 6 已 OMBKi 
KGE - S 6 己 OMSLh 

¥1，260 

] 己]-3日目-000 

ノ、才 ME 6 己 0 GF--h 

¥1，36己 

151-308-000 

(標準バーナー用） 

¥1，36己 

] 己]-307-000 

しる受け 

(強义カバーナー用） 

¥己2己 

009-277-000 

(標準バーナー用） 

¥己2己 

日日 9-278-000 

ごと < 

¥1,050 

日]日-29己-日日日 

グ U ル排気□カバー 

¥ 73己 

日己日- 032-000 

グ U ル 皿 

¥2,100 

日 7]-18 己-日日日 

グ リ ル 焼 網 

¥ 73己 

071 -0 己 0-000 


※乾電池はちよりの電気店等でお買い巧めください。 

(2 □□日年 9 月現在の価格です。価格•仕様は、変更される場合びあります。あらかじめご了承ください) 


仕様 


品 



名 

八才 ME 色已日 GF-L 

八才 ME 6 己 OGF-R 

型 

式 

の呼 

び 

RTS - M 651 GF-L 

RTS - M 6 己] GF ( G)-L 

RTS - M 651 GF-R 

RTS - M 651 GF ( G)-L 

型 


式 

を 

RTS - M 色己1白 

RTS - M 色己1 G (白） 

RTS - M 巨己 ] G 

RTS - M 巨己] G ( G ) 

品 



名 

KGE-S 色 50 M 巨 K 

KGE-S 色己 OMSL 

KGE - S 6 己 OM 巨 K 

KGE-S 巨己 OMSL 

型 

式 

の呼 

び 

RTS-M 巨己 OGF-L 

RTS - M 日已日 GF-R 

型 


式 

名 

RTS - M 曰已 G 

種 



類 

グ1」 ル 付ガス テーブル 

点 

乂 

ち 

法 

連続放電点火式 

外 

お 

寸 

法 

高さ204 mmx 幅已 96 mmx 奧行 467 mm 

質 

量 

(本体 

) 

1 0.0 kg 

ガ 

ス 

接 

続 

9.已™ か ガス用ゴム管 

安 

全 

装 

置 

熱電対式立消えま全装置 

付 


属 

品 

単1巧乾電池 （2 個） 



使用ガス 

化パ ' III — f 

1 時間当たりのガス消費量 



個月 IJ 

ガス消 1 

賣量 

全点义時 

型式の呼び 


1ち巧の乂ノ/レ ノ 

強乂カバーナー 

標準バーナー 

グ U ル 

ガス消費量 


都 

L 3 (4 A .4 B .4 C ) 

2.日 4 kW 

1.巨 3 kW 

1.4 己 kW 

己.4百 kW 


L 2 (日 A . 日 AN . 已 B ) 

2.日 4 kW 

1.巨 3 kW 

1 .4 己 kW 

己.巨 OkW 

市 

L 1 (巨 B •巨 C -7 C ) 

3.26 kW 

2.09 kW 

1 .4 己 kW 

巨. 40 kW 

-H 

已 巳 

3.20 kW 

2.27 kW 

1 .4 已 kW 

巨. 45 kW 

H 1 S-Mbb 1 DKr 
RTS-M 日己 OGFi 

ス 

用 

巨 A 

2.日 7 kW 

1 .69 kW 

1 .4 已 kW 

巨.00 kW 

12 A 

13 A 

3.91 kW 

4.2 日 kW 

2.28 kW 

2.4 己 kW 

1 .3 已 kW 

1 .4 已 kW 

7.1 OkW 

7.60 kW 


13 A 

3 .己日 kW 

2.4 己 kW 

1 .4 己 kW 

6.80 kW 

RTS-M 日 51 GF(G 灶 

L P ガス用 

4.21 kW 

2.4 色 kW 

1 .4 已 kW 

7 .百 OkW 

RTS - M 651 GF：h 
RTS - IV 16 已 OGFi 


体仕様は改良のためお巧らせせずに変更することびありますので、ご了承ください) 


巧 長期問使用しない場合 

♦お部屋のガスをを必ず閉めてください。 

参乾電池をはずしてお<。 

参お手入れしておくと、次回使用するとをに便利です。 


IE 7 アフターサービス 


修理を依頼されるときは 

『故障かな？と思ったら』ををう一度ご覧になって確認してください。それでを不具含の 
ある場合や不明な場をは、ご自分で修理なさ6ずにお買い上げの販売店またはをよりの当 
社事業所へご相談ください。 

アフターサービスをお申し付けの際は、：欠のことをお知らせくださし、。 

(1) 製品名-ガス種類 

(2) 型式の呼び（銘板表示のもの）及び品名 

(3) 故障または異常の内容（でさるだけくわしく） 

(4) ご住所-お名前-電話番号-道順 
(己）訪問ご希望曰 

保証について 

当社は保証書に記載してあるよラに、機器の販売後、機器に故障がある場合、一定期間と 
一定条件のをとに無料修理に応ずることをお約束します。（詳細は保証書をご覧ください。） 
保証書を紛失されますと無料修理期間であってを修理費をいただく場合がありますので大 
切に保管してください。 

補修用性能部品の保有期 
間について 

補修用性能部品保ち期間は、当製品の製造打ち切り後巳年間となっています。（補修用性 
能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です） 

転居されるとさ 

ガスには都市ガス数種類および LP ガスの区分があります。ガスの種類（ガスグループ） 

が異なる地域へ転居される場合には、部品の交換や調整が必要となりますので、転居先の 
ガスの種類を確認のうえ、転居先のちよりのガス事業者にご相談ください。この場を、イ呆 
証期間内でも、調整-改造に要する費用は有料となります。 

アフターサービスなどに 
ついてねか5ないとを 

お買い上げの販売店か別添の「連絡先一覧表」を参照していたださ、ちよりの当社事業所 
にご連絡ください。 

また、 U ンナイフ U- ダイヤル 函 3012日-〇已4321をご利用ください。 

お客様の個人情報の 
取り扱いについて 

•当社は、お客様よりお知らせいただいたお客様のお名前-ご住所-電話番号などの個人 
情報を、サービス活動および安全点検活動のために利用させていただく場合がございま 
すのでご了承ください。 

•当社は、機器の修理や点検業務を当社の協力芸社に委託する場合、法令に基づ<義務の 
履行または権限の行使のために必要な場合、その他正当な理由がある場含を除さ、当社 
外の第兰ちに個人情報を開示-提供はいたしません。 


り廃棄時のお願い 


本機器は乾電池を使用していますので、大型ゴ5などで廃棄される場合は、おず乾電ミせを取り外してくださ 
い。そのままにしておをますと思わめ事故になることびあります。 


_ II リン,イ株式会社 

サービスのお問合せ先 

函お马ィャル0120-054321 

本 社巧052巧 61)821 1 T 454-0802 を古屋巿中り I 区福住町2蚕26号 札幌ま店で日11口 81)2506 〒日日 0-0031 ホし!隔市中央区化一条東吕 T 目 

関東支な巧03 口 471)9047 t 140-0002 東京都品り I 区東品り11 T 目日番6号 新漏ま店巧日 25(247) 日日10〒9日 0-0864 新谓市紫巧吕 T 目1 —74 

東京支店巧 03(3471)9047 〒140-0002東京都品り I 区東品り|1 T 目日番目号 中部ま社で〇巳吕 (3 日 3)8001 干4已 4-0802 名古屋市中 J II 区福住田 J 2 番吕白号 

化関東ま店巧048巧 67)4321 干 331-0811 さいたま市化区吉野町 1 T 目3目 6-1 関西ま社で日日 (6786)3 日01〒日 50-00 14大阪市西区化堀江 3 T 目1〇番吕1号 

東関東ま店巧043に 73)33 日日干 261-002 日千票市美お区幕張西吕 T 目 7-1 広島ま店巧日 82(277) 已131干 733-0833 広島巿西区商エセンター 3 T 目4番21号 

南関東ま店巧 045(320)3051 〒221-0856横お市巧蔚 II 区三ツお上町4蚕10号 高松ま店巧日 87(821)8055 〒7日 0-0 日日6高松、市福岡町吕 T 目11番白号 

東；!ヒま社巧 022(238)831 己〒984-0002仙台市若林区卸町東1 T 目己一己 九州まな巧 092(281)3234 干8 12-002 日福岡市博を区古門戸町吕番3号 






















































































































































































































































